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Report on JICA Training Maternal and Child Health (French, A)
according to a trainee questionnaire and action plan
Keiko MASAOKA1). Yoshiko HAYASHl2). Terumi OHINATA1) 
1) Department of Nursing, School of Health Sciences, Sapporo Medical University 2)Graduate course in midwifery, Sapporo Medical University 
The purpose of this paper was to identify future tasks based on the evaluation of JICA Training, 
Maternal and Child Health for French-speaking countries in Africa, carried out at this school during 2013. The evaluation was performed using a questionnaire given to trainees and an analysis of the 
action plan they developed. The trainees considered almost al training content to be either"very helpful" or"somewhat helpful" Nine categories were abstracted from the analysis of the free answers: 
"New information and methods regarding Maternal and Child Health," "Knowledge of the range of activity and care methods of midwives," "Contents of skil practice and guidance methods" "Creation 
of the practice plan and guidance system," "Management of postgraduate education and staff," "Roles and responsibilities in nursing," "Usefulness of team assistance of handicapped children," and 
"Medical treatment safety" As shown in our results, the trainees could gain knowledge and skils that would contribute to their activities in their own countries. Furthermore, regarding the action 
plan,activities to prevent disease, and skil education addressed in the training, the program appeared to satisfy the interests of the trainees as shown by the themes they raised. 
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11. 母子保健(仏語) (A) コー スの研修の概要
1. 研修の到達目標
以下の5 つの到達目標を設定している。
1 ) 日本における母子保健の実態と母子保健医療サー ビス
の現状と課題について理解する。
2 ) 日本における看護教育制度とその動向について理解する。



































1 ) 本学のJICA担当者が作成したアンケー ト: 質問項目
表1 平成25年度研修生の概要
出身国 現 職 研修で学びたい事項 コー トジボアール
共和国 大学附属病院の 助産師 助産師と看護師の能力強化の為の新しい教育システム。母子感染予防プログラムおよびHIV及びAIDSの母子の医学的 ・ 心理的ケアについて。 
コンゴ民主共和国 高等医療技術機関 助産学科の教員 日本の母子健康維持システムとサー ビスについて。 助産師教育および研 修システムの理解。 
コンゴ民主共和国 産科病院の分娩室 助産師長 入院中および退院後の母子ケア母子保健サー ビス実施における能力強化の方法。 
ギニア共和国 産科医師長 マタニティー サー ビスの責任者として妊産婦ケアのあり方。 モー リタニア・ 
イスラム共和国 国立看護師・ 助産師 学校の教員 日本の母子保健サー ビスについて。 助産師および看護師に対する教授方法。 新人研修、パラメディカル現職研修を改善するための知識。 モー リタニア・ イスラム共和国 国立看護師・ 助産師 学校の教員 
ニジェール共和国 市立病院の看護師 母子保健サー ビスと質の高い管理について。 日本の母子保健制度と地域 における発展についての理解。 
ニジェール共和国 市保健部・ 母子保健 主任 看護師と助産師の母子保健分野の能力向上のための継続研修について。 
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表2 平成25年度地域別研修 「母子保健 ( フランス語A) 」 プログラム(技術研修期間のみ) 日 付 時 刻 態 研 修 内 容 
9/30 (月) 
9 : 00 ~ 9 : 40 オリエンテー ション 10: 00 ~ 12 : 00 日本の1 i=護教育制度と看護学教育カリキュラムの概要 13 : 30 ~ 14 : 00 学長表1 l訪問 14 : 30 ~ 16 : 00 学内見' 
10/ 1 (火) 
9 : 30 ~ 11 : 00 実習指i '方法 13 : 30 ~ 15 : 00 日本の1 i=護の歴史 15 : 30 ~ 16 : 30 日本のj 科・ 婦人科医療の動向 
10/ 2 (水) 
9 : 30 ~ 11 : 00 日本のf t健師養成と地域看護教育 13 : 10 ~ 14 : 40 会 カントl ー レボー ト発表会 15 : 00 ~ 17 : 00 カントl ー レボー トディスカッション 17 : 00 ~ 科内会ロ 
10/ 3 (木) 
9 : 30 ~ 11 : 30 看護技l :教育の実際 12 : 20 ~ 12 : 50 学部長懇談 14 : 10 ~ 16 : 00 日本における助産師の歴史と役割 
10/ 4 (金) AM アクシ ンプランに関する説明会 PM 自己' 
10/ 7 (月) 9 : 00 ~ 11 : 30 助産' t科カリキュラムの概要 13 : 00 ~ 16 : 20 助産i i習の見学 ・ 助産活動に関する学生とのディスカッション
10/ 8 (火) 9: 30 ~ 10: 10 母性i iカリキュラムの概要 10: 20 ~ 12 : 00 :育の実際 13 : 30 ~ 16 : 30 .リl 三法の基本 
10/ 9 (水) 
9 : 30 ~ 11 : 30 iカリキュラムの概要 12 : 30 ~ 13 : 10 :職員との交流 14 : 00 ~ 15 : 00 義 における小児医療の動向と乳幼児に多い感染症とその対策 15 : 30 ~ 談 
10/10 (木) 
10: 00 ~ 11 : 00 学 大 '   病院見学 13 : 30 ~ 15 : 00 義 病院の感染対策:周産期に多い感染症に焦点を当てて 15 : 15 ~ 16 : 30 習 手洗いの演習 
10/11 (金) 9 : 30 ~ 12 : 00 演習 助産師が行う命の教育 13 : 30 ~ 15 : 30 
10/15 (火) 9 : 30 ~ 11 : 30 市の母子保健施策について 13 : 30 ~ 15 : 30 大学病院訪問 (産科周産期科・ 小児科) ※2 グルー プに分かれて見学 
10/16 (水) 9 : 30 ~ 12 : 00 日本・ 北海道の看護職能団体・ 卒後教育研修 13 : 30 ~ 15 : 30 大学病院訪問 (産科周産期科・ 小児科) ※2 グルー プに分かれて見学 
10/17 (木) 
9 : 30 ~ 11 : 30 自己学習 13 : 30 ~ 14 : 30 日本女性の心身の健康と治療 14 : 30 ~ 15 : 30 産科専門施設における医師と助産師の連携 15 : 30 ~ 16 : 00 病院見' 
10/18 (金) 10: 00 ~ 13 : 00 演習 PCM研1 )-PCM手法理解 14 : 00 ~ 17 : 00 PCM研1 )一問題分析 
10/19 (土) 9 : 00 ~ 12 : 00 演習 PCM研1 )一目標設定 13 : 00 ~ 16 : 00 PC )- プロジェクト立案 
10/21 (月) 9 : 30 ~ 12 : 00 日; .師が行う性教育の実際 13 : 30 ~ 15 : 00 母・ ・のl tに関する作業療法士の役割と活動の実際 15 : 15 ~ 16 : 30 母・ ・のl tに関する理学療法士の役割と活動の実際 
10/22 (火) 
9 : 30 ~ 12 : 00 大1 i病院における看護管理とスタッフ教育 13 : 10 ~ 14 : 20 基l 3看護方法 (ベッドパス) 演習の見学 14 : 30 ~ 16 : 00 t安全管理について 
10/23 (水) 9 : 00 ~ 10: 30 保l l所 1 歳半健診 視察 ※第1 G(4名) PM 自己学習 
10/24 (木) 9 : 30 ~ 11 : 30 5S-KAIZENセミナー ① PM 自己学習 
10/25 (金) 9 : 00 ~ 10: 30 保健所4ヵ月健診 視察 ※第2G(4名) 14 : 00 ~ 15 : 30 ンファレンス 16 : 00 ~ 17 : 00 見学 本館 
10/28 (月) 
10: 00 ~ 10: 30 見学 合医療・ 療育センター訪問 施設説明 10: 30 ~ 11 : 30 合医療 ・ 療育センター施設見学 ( 2 グルー プに分かれる) 11 : 30 ~ 12 : 00 講義 合医療 ・ 療育センター看護師長からの説明及び質疑応答 12 : 00 ~ 13 : 10 休憩 休み 13 : 10 ~ 14 : 00 見学 i学校訪問 学級訪問 14 : 00 ~ 14 : 15 i学校訪問 学校紹介・ 見学 14: 15 ~ 
10/29 (火) 
9 : 30 ~ 10: 30 i所の役割と母子保健の現状と課題 10: 40 ~ 11 : 40 i振興局内保健所における母子保健の活動状況と課題 12 : 00 ~ 13 : 30 13 : 30 ~ 15 : 30 i振興局内町立病院における周産期医療の現状と助産師の役割 
10/30 (水) 
10: 00 ~ 10: 30 二資料館 見学 10: 30 ~ 11 : 30 :興社 見学 t・ 懇談、休憩 13 : 00 ~ 17 : 00 i振興局内町立病院の活動(産婦人科医師と助産師の連携等) _師の活動の実際 i振興局内母子健康センター 訪問 施設内見学 a (中標津→新千歳) 
10/31 (木) 9 : 00 ~ 11 : 30 自 己学習 14 : 00 ~ 17 : 00 講義/演習 産所見学 開業助産師の活動 
11/ 1 (金) 9 : 30 ~ 11 : 30 ンファレンス 研修旅行のまとめ 13 : 30 ~ 16 : 30 講義 5S-KAIZENセミナー ② 
11/ 5 (火) 自習 アクションプラン作成準備 ( 自習) アクションプラン作成準備 ( 自習) 
11/ 6 (水) 自習 アクションプラン作成準備 ( 自習) 15 : 30 ~ 16 : 30 交流会 茶道部 
11/ 7 (木) 9 : 30 ~ 12 : 30 発表会 アクションプラン最終発表会 13 : 30 ~ 16 : 00 アクションプラン最終発表会 
11/ 8 (金) 
14 : 00 ~ 16 : 00 評価会 16 : 30 ~ 17 : 00 閉講式 17 : 00 ~ 18 : 00 閉講パー ティー  
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3 . アクションプランで取り上げられた各研修生のテー マ
研修生は、最終日に日本の母子保健および人材育成の経
験から得た知識をふまえ、 自国での適用可能性のあるアク
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手洗いの技術 看護・ 助産技術の指導方法 ( 2 人) 実習に向けた学内演習の方法 
実習計画の作成と 指導体制 















実習室と講義室の良く なされた整備 患者ケアに必要な機材や組織の整備に感心した 
いたるところが清潔だった 職場の衛生、整備 ( 2 人) 清潔で整頓された職場 




















保健サー ビスに携わっており、卒前・ 卒後の看護師・ 助産
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表4 研修生のアクションプランの概略
出身国 テーマ プランの内容 
コー トジボアール
共和国 
産前・ 産後の女性 および乳幼児健診 
の充実 





2 . 学習モニタリング方法の検討 3 . 学生の学習達成状況を評価するための基準作成 
コンゴ民主共和国 母子の感染予防 : 手指の殺菌と衛生 
1. 本研修で得た知識にっいて病院スタッフと共有 
2 . 手洗いのトレーニングをスタッフと実施 
3 . 手洗いおよび消毒に関する基準作成(ケア提供者、妊産褥婦、家族) 4 . 衣類や靴の衛生に関する規則の作成 
5 . 妊産褥婦および家族への啓発活動 
ギニア共和国 妊産婦の食生活の 改善 
1. 本研修で得た知識にっいて関係者と共有 
2 . 戸別訪問による妊産婦の食生活についての啓発活動 
3 . バランスのとれた食生活についてのワー クショップの開催 
モー リタニア・ 
イスラム共和国 
看護および助産 基礎教育における 技術の統一 
1 . 本研修で知つた技術教育に関する知識について関係者と共有 2 . ケア技術統一 に対する教員の理解を促進 
3 . 技術マニュアルの作成 




1. 学校のスタッフを一 同に集め、 本研修で得た知識をフィー ドバック2 . 教育環境を整備する重要性の理解を促進 3 . 演習技術の見直しおよび実習室の活用方法の改善 
ニジェール共和国 母子が生活する 環境衛生の整備 
1 . 本研修で知つた技術教育に関する知識について関係者と共有 
2 . 妊産婦および5 歳未満の子どもがいる家庭を戸別訪問し、衛生に関す る啓発活動 3 . マスメディアを通して啓発キャンペー ンを実施 
ニジェール共和国 乳幼児健診の改善 
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